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大
平
さ
ん
は
議
席
奪
還

を
目
指
す
に
当
た
り
２
つ

の
目
標
を
決
め
ま
し
た
。
①

中
国
地
方
の
す
み
ず
み
ま

で
日
本
共
産
党
の
風
を
起

こ
す
、
②
中
国
地
方
の
ど
ん

な
小
さ
な
声
も
聞
き
逃
さ

な
い
―
で
す
。 

そ
れ
を
具
体
化
し
た
の

が
、
中
国
地
方
に
１
０
７
あ

る
全
市
町
村
の
訪
問
で
す
。

「
中
国
地
方
は
瀬
戸
内
海

に
面
し
た
都
市
部
か
ら
中

国
山
地
の
過
疎
の
村
、
日
本

海
に
面
し
た
町
ま
で
、
実
に

多
彩
な
顔
が
あ
る
こ
と
が

あ
ら
た
め
て
よ
く
分
か
り

ま
し
た
」
。 

２
０
２
０
年
１
１
月
、
最

後
と
な
る
島
根
県
吉
賀
町

を
訪
問
し
て
目
標
達
成
。
町

長
と
も
懇
談
し
、
地
域
の
活

性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
聞
き
ま
し
た
。
同
町
は
小

水
力
発
電
で
毎
年
６
千
万

円
の
利
益
を
出
し
、
そ
れ
を

①
１
８
歳
ま
で
の
医
療
費

②
保
育
料
③
給
食
費
の
「
３

つ
の
ゼ
ロ
」
を
県
内
で
初
め

て
実
現
し
て
い
ま
す
。 

地
球
の
持
続
化
を
図
る

た
め
、
山
を
生
か
す
「
１
０

０
年
の
森
林
構
想
」
に
着
手

し
た
岡
山
県
西
粟
倉
村
の

取
り
組
み
も
印
象
に
残
り

ま
し
た
。
「
『
平
成
の
大
合

併
』
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
、

小
さ
な
自
治
体
の
キ
ラ
リ

と
光
る
試
み
は
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
中
国
地
方
の
課

題
を
体
い
っ
ぱ
い
に
詰
め

込
み
、
議
席
を
奪
還
し
て
必

ず
国
会
へ
届
け
ま
す
」
。
そ

ん
な
自
信
を
胸
に
、
大
平
さ

ん
は
今
日
も
現
場
を
駆
け

回
り
ま
す
。
（続
く
） 

 

「
選
択
的
夫
婦
別
姓
を
導
入

し
た
民
法
改
定
を
求
め
る
意

見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

（
新
日
本
婦
人
の
会
安
来
支

部
提
出
）
に
つ
い
て
、
共
産
党

議
員
団
は
「
選
択
的
夫
婦
別
姓

制
度
は
、
夫
婦
同
姓
を
否
定
す

る
も
の
で
は
な
く
、
夫
婦
同
姓

を
選
ぶ
権
利
も
保
障
し
て
い

る
。
国
民
世
論
、
国
際
情
勢
、

社
会
情
勢
が
変
化
す
る
中
で
、

ま
た
急
速
な
少
子
化
が
進
行

す
る
中
で
、
姓
の
問
題
で
結
婚

を
た
め
ら
う
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
若
い
世
代
の
希
望
の
実

現
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
提
唱
す
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実

現
の
た
め
に
も
、
民
法
を
改
正

し
て
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度

を
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
。
改

正
に
向
け
た
国
会
で
の
議
論

を
促
す
た
め
に
も
、
意
見
書
を

上
げ
る
べ
き
」
と
採
択
を
主
張

し
ま
し
た
。（「
向
田
聡
の
議
会

だ
よ
り
」
よ
り
） 

 

吉
井
議
員
―
今
年
４
月
か

ら
出
雲
市
で
も
小
学
生
の
通

院
、
小
中
学
生
の
入
院
に
か
か

る
医
療
費
負
担
が
１
割
へ
と

軽
減
さ
れ
ま
し
た
。
他
の
自
治

体
の
状
況
と
中
学
卒
業
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て

出
雲
市
の
考
え
を
伺
う
。 

 

佐
藤
子
ど
も
未
来
部
長
―

今
年
４
月
時
点
の
状
況
は
、
中

学
生
ま
で
通
院
・
入
院
と
も
に

無
料
に
し
て
い
る
自
治
体
が

１
４
市
町
村
（
う
ち
４
町
村
で

は
高
校
生
年
齢
ま
で
無
料
）。 

 

飯
塚
市
長
―
子
ど
も
医
療

費
の
無
料
化
は
全
国
一
律
の

制
度
と
す
べ
き
と
考
え
る
。
た

く
さ
ん
の
意
見
を
聞
く
中
で
、

よ
り
良
い
子
育
て
環
境
が
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
「
日
本
共
産
党
出
雲
市
議
会

報
告
」
よ
り
） 

 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の

影
響
で
起
き
た
過
剰
在
庫
を

国
が
緊
急
に
買
い
入
れ
る
こ

と
や
、
過
剰
米
を
コ
ロ
ナ
禍
で

増
え
た
生
活
困
窮
者
の
食
料

支
援
に
活
用
す
る
な
ど
の
緊

急
対
策
を
求
め
た
「
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
米
の
需
給
環
境
の

改
善
を
求
め
る
意
見
書
」
は
、

本
会
議
で
一
部
修
正
の
後
、
賛

成
多
数
で
可
決
し
、
関
係
機
関

等
へ
送
ら
れ
ま
し
た
。（「
民
報

よ
し
か
」
よ
り
） 

（不定期掲載） 

日
本
共
産
党
島
根
県
委
員

会
は
、
豪
雨
水
害
に
よ
り
災

害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
松

江
、
安
来
、
出
雲
、
雲
南
４

市
と
裏
山
崩
壊
に
よ
る
家
屋

の
損
壊
や
農
地
へ
の
土
砂
流

入
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
た

飯
南
町
に
中
央
委
員
会
か
ら

の
義
援
金
を
届
け
ま
し
た
。 

■
松
江
市
（３
日
） 

尾
村
利
成
県
議
・
副
委
員

長
、
田
中
肇
、
舟
木
健
治
、

橘
ふ
み
各
市
議
が
上
定
昭
仁

市
長
を
訪
ね
、「
国
や
県
へ
の

要
望
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。（
写
真
上
） 

上
定
市
長
は
「
県
道
や
市

道
、
林
道
の
被
害
が
大
き
い
。

県
と
と
も
に
一
刻
も
早
い
復

旧
に
尽
力
し
た
い
」
と
述
べ
、

義
援
金
へ
の
謝
意
を
述
べ
ま

し
た
。 

■
安
来
市
（５
日
） 

 

尾
村
県
議
、
原
田
貴
与
子
、

向
田
聡
の
両
市
議
、
河
津
清

党
市
委
員
長
が
田
中
武
夫
市

長
を
訪
問
。（
写
真
左
）
田
中

市
長
は
「
台
風
シ
ー
ズ
ン
に

備
え
、
２
次
被
害
が
起
き
な

い
よ
う
早
期
復
旧
に
尽
力
し

た
い
」
と
語
り
、
義
援
金
に

つ
い
て
は
「
有
効
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
謝
意

を
述
べ
ま
し
た
。 

■
出
雲
市
（５
日
） 

む
こ
せ
慎
一
衆
院
島
根
２

区
予
定
候
補
、
大
国
陽
介
県

議
、
後
藤
由
美
、
吉
井
安
見

の
両
市
議
が
飯
塚
俊
之
市
長

を
訪
問
。（
写
真
左
上
）
飯
塚

市
長
は
「
８
月
２
日
に
災
害

復
旧
の
補
正
予
算
を
専
決
処

分
し
た
。
一
日
も
早
い
復
旧

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。 

■
雲
南
市
・飯
南
町
（６
日
） 

む
こ
せ
氏
、
大
国
県
議
が

雲
南
市
の
石
飛
厚
志
市
長

（
写
真
右
下
）、
飯
南
町
の
塚

原
隆
昭
町
長
（
写
真
左
下
）

を
訪
問
。
石
飛
市
長
は
「
農

地
被
害
は
１
３
０
０
カ
所
を

超
え
、
離
農
や
集
落
を
去
る

人
が
出
な
い
か
と
て
も
懸
念

し
て
い
る
」
と
語
り
ま
し
た
。 

塚
原
町
長
は
、
義
援
金
に

つ
い
て
「
有
効
に
使
わ
せ
て

頂
き
ま
す
」
と
謝
意
を
述
べ

ま
し
た
。
上
代
和
美
市
議
、

大
平
よ
し
の
ぶ
前
衆
院
議
員
は
、

総
選
挙
で
の
比
例
議
席
奪
還
に
向
け

て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
を
強
め
て
い
ま

す
。
ス
マ
ホ
で
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
込
ん
で
、
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
・フ
ォ
ロ
ー

し
て
く
だ
さ
い
。 

伊
藤
好
晴
町
議
が
そ
れ
ぞ
れ

同
席
し
ま
し
た
。 


